
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  

 

 

 

 

  

 

 

 
 

  

   平成 27 年９月 30 日（水）第４回校長連絡協議会が、10 月 21 日（水）第３回教頭

連絡会が真和志庁舎で開催されました。その中で、小中一貫教育推進室から下

記の内容について説明を行いました。 

   １ 次年度本格実施グループの準備状況 

   ２ 小中合同授業研究会の開催について 

   ３ 那覇市小中一貫教育の検証 

   ４ 次年度教育計画への小中一貫教育の 

位置づけのお願い 

   ５ 那覇市小中一貫教育フォーラムの案内                       

1 校長連絡協議会・教頭連絡会における説明 

2 首里・真和志北ブロック校長会の開催  

「 

「 

 平成２６年度からは、小禄ブロック、平成２７年度に本庁・真和志南ブロック、２８年度に

首里・真和志北ブロックと３年をかけて全市小中学校に導入してまいります。 

   この小中一貫教育を通し、児童生徒一人一人の個性や能力を伸ばし、生きる力を育むと

ともに、学力の向上、豊かな人間性や社会性の育成、中学入学時の不安解消を図ります。 

  小中一貫教育は、「義務教育９年間を連続した期間ととらえ、一貫性のある教育課程で継

続的、計画的に学習指導、生活指導を行う教育」です。 

  全国的に中学進学時において、下記のような点が教育上の課題となっています。 

    ①中学進学時に生じる学習意欲の低下 ②中１で増加する問題行動（不登校、いじめ、

暴力行為等） ③中学校入学時の不安 

これらの課題解決に向け、学習指導・生徒指導について、小学校と中学校の垣根をと 

りはらい、義務教育９年間で連続性のある「指導内容」「指導方法」を実施します。 

目           次 
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第４回校長連絡協議会 

第３回教頭連絡会     

における説明概要紹介 

 

小中一貫教育推進室だより  

第 1    第 19 号  

平成 27 年 10 月 28 日 

  

 

第 4 回校長連絡協議会 

推進状況の説明の様子 

H27. 9. 30（水）於：真和志支所 

第 3 回教頭連絡会 

２年目の検証についての説明の様子 

H27. 10. 21（水）於：真和志支所 

 

首里ブロック校長会の様子 

H27. 10. 7（水）於：城北小学校 

 

 

平成 27 年 10 月７日（水）、首里ブロック校長会が城北小学校で、10 月 28 日（水）

真和志北ブロック校長会が松川小学校で開催されました。 

 １0 月のブロック校長会では、小中一貫教育推進室から下記の説明を行いました。 

 １ はじめのことば 

   ２ 乗り入れ指導について 

 ３ 質疑応答、協議報告 

    ４ おわりのことば 

  上記の 「乗り入れ指導」の説明では、初めに、小中一貫教育コーディネーターの運

用に関する確認を行い、乗り入れ指導の授業の組み方のパターンについての説明を

行いました。 

  中学校のコーディネーターによる小学校への乗り入れ指導は、中学校における、学

習への児童の興味関心を高めること、中学校への進学に伴う不安を軽減すること、小

学校と中学校との共通理解を増進させる等を目的としております。 

  これから、中学校で、コーディネーターの人選が始まり、来年度実施に向けて、中学

校グループの小中学校間での調整が始まります。小学校の先生方、4 月から、受け入

れよろしくお願いします。 

     

 

    

      

  初めに、次年度の小中一貫教育の本格実施に向けて、真和志北、首里ブロ

ックの推進状況について報告しました。両ブロックでは、小中合同研修会が

開催され、全体での共通確認と、部会に於いて共通実践事項の協議が行われ

ています。 

 次に、小中合同授業研究会の実施状況の報告を行いました。１学期後半か

ら各小中一貫教育グループで開催されており、学習に関する部会のテーマを

もとに、小中学校の先生方が、お互いの授業研究を行っております。 

 ３番目に小中一貫教育の検証について報告いたしました。那覇市の小中一貫

教育も２年目を迎えております。昨年度の本格実施４グループについて、「学力に

関する検証」「不登校に関する検証」ができましたので、報告いたしました。実施４

グループの小中学校での情報共有や、課題解決に向けての取組が、いい成果に

つながったと考えています。 

最後に、次年度教育計画への小中一貫教育の位置づけのお願いと、１１月６日

（金）、パレット市民劇場にて開催される、「那覇市小中一貫教育フォーラム」の案

内を行いました。 

 
真和志北ブロック校長会の様子 

H27. 10. 28（水）於：松川小学校 
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3 次年度導入に向けた小中合同研修会開催    
平成 27 年 10 月 13 日（火）、厚生会館ホールにおいて松島中学校小中一

貫教育グループ小中合同研修会が、10 月 26 日（月）、松川小学校におい

て松城中学校小中一貫教育グループ小中合同授業研究会が開催されまし

た。その主な内容についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

   

 

 松島中学校グループ小中合同研修会 

H27.10.13 於：厚生会館ホール 

 

 
 
松島中グループ 池間生子アドバイザーの講評 

H27.10.13 於：厚生会館ホール 

 

 

 

 

 

識名小学校の合同研修会の様子（5月 1４日） 

 
 

 
 

松城中グループ 生徒指導部会の協議 

H27.10.27 於：松川小学校 

 

松城中グループ 学習部会の協議 

H27.10.27 於：松川小学校 

 

太宰府市議会議員への説明のようす 

H27.10.16 於：本庁議会会議室 

 

 

 

松島中学校小中一貫教育グループ 第 3回小中合同研修会 

方 針 

① 松島中学校区小中一貫教育の概要（取組内容、組織等）を 3校職員で

確認する。 

② 前回（7月 31 日）の合同研修会において確認した各部の方向性を発表

する。 

③ 各部会において、今年度すぐに行える取組と次年度の計画について話

し合う。 

会 順 

  ① 開会のあいさつ ･･･ 松島中学校校長 松本 哲 

  ② 各部会実践計画書の説明及び質疑応答 

  ③ 各部の話し合い 

     質疑応答を受けて、取組内容の確認及び追加修正 

  ④ 講 評 ･･･ 小中一貫教育アドバイザー 池間生子 

  ⑤ 閉会のあいさつ ･･･ 真嘉比小学校校長 崎原永輝   

 

 

    松城中学校小中一貫教育グループ 第 3回小中合同研修会 

ねらい 

  (1) 松城中学校区の全職員が、小中一貫教育についての共通理解を深め

る機会とする。  

  (2) 全職員が小中一貫教育の計画等について連携協議し、平成 28 年度

の完全実施に向けて、今後の取り組みの充実を図る。 

 会 順 

  (1) 各部会 

    ① H27 年度、H28 年度の活動計画等 

      ・協議を通して、次年度本格実施に向け、今年度途中から実践

した方がよいこと、再検討が必要なもの等の目安が持てるよ

うにする。 

    ② 情報交換・具体的計画案をまとめる 

  (2) 全体会 

    ① 協議内容（部会実践報告書）の発表（各部長 5分×２） 

    ② 質疑応答（各部の報告を受け、意見交換） 

    ③ 講評 

       ○松川小学校校長 上田正弘 

      講評及び閉会のあいさつ 

       ○松城中学校校長 福永隆次 

4 太宰府市議会議員への小中一貫教育説明 

 平成 27 年 10月 16 日（金）、福岡県太宰府市議会議員６名と執行部１名、事務局書記１

名の合わせて８名の方々が、那覇市小中一貫教育の推進についての視察調査で来庁し、次

の内容で説明を行いました。 

 

 説明会内容 

１ 太宰府市議会議員代表あいさつ･･･門田直樹（総務文教常任委員会委員長） 

２ 那覇市小中一貫教育の推進状況説明 

     ①那覇市の現状  ②小中一貫教育のねらい  ④取り組みの紹介   

⑤本格実施の検証  ⑥実施の課題  ⑦Web-meeting 会議システムの紹介 

３ 質疑応答 

  ①小中一貫教育導入までの経緯について ②小中一貫教育の連携方法について 

③小中一貫教育の成果と実態について  ④乗り入れ指導について 

⑤小中一貫教育に係る予算等について  ⑥Web-meeting 会議システムについて 

 全国的に、小中一貫教育への関心が、高まっているようです。那覇市でも、課題解決に

向けて、今後もしっかりと取り組んでいきましょう。 
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平成 27 年６月 17 日、参議院本会議にて、義務教育学校（小中一貫教育学校）を制度化する改正学校教育法が可決、成立したことは、16 号

でお知らせしましたが、この法案成立で今後、全国的に小中一貫教育の導入は増加していくと考えられます。今回、文部科学省が実施した、

全国の小中一貫教育の実態調査と概要、那覇市の小中一貫教育と義務教育学校との比較についてご紹介します。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

          

 

5 小中一貫教育に係る実態調査の概要と現行制度との比較 

 

 

 

 

小中一貫教育等についての実態調査の概要 
 （調査対象：都道府県、市町村、小中一貫教育を実施する国公立小・中学校   調査時点：平成 26 年 5月 1日） 

１．実施状況について 

○実施市町村 ２１１市町村 

○実施件数 １１３０件（小学校 2284 校、中学校 1140 校） 

○実施予定又は検討中 166 市町村 

○国及び他市町村の状況を注視している市町村 450 市町村 

   

２．施設形態について 

○施設一体型 １４８件（１３％） 

○施設隣接型  ５９件（ ５％） 

○施設分離型 ８８２件（７８％） 

 
３．管理職の配置について 

○一人の校長が小・中学校を兼務 １３１件 

○学校毎に校長を置くが、責任者となる校長を指名 １１５件 

○学校毎に校長をおき、適宜連携 ８８４件 

４．学年段階の区切りについて 

○６－３制     ８１０件 

○４－３－２制   ２９３件 

○５－４、４－５制   ３件 

５．９年間の教育課程・指導方法の系統性・連続性の確保のための取組 

○小・中合同行事の実施（７０％） 

○９年間をひとまとまりと捉えた学校目標の設定（４７％） 

○９年間の系統性を整理した小中一貫カリキュラムの作成（５２％） 

○学力調査などの小中合同分析と結果の共有（５１％） 

○中学校段階に学習について行ける小学校段階での基礎学力保障に注力（４７％） 

○９年間を見通した学習・生活規律の設定（５１％） 

○小中合同の特別支援教育に関する会議等の開催（４６％） 

※回答に重複有り 

  
６．小中一貫教育の成果 

（「大きな成果が認められる」の回答が多い項目） 

○中１ギャップが緩和された 

○中学校進学に不安を覚える児童が減少した 

○上級生が下級生の手本となろうとする意識が高まった 

○上級生に対するあこがれの気持ちが強まった 

○小・中共通で実践する取組が増えた 

○小・中の教員間で協力して指導に当たる意識が向上 

○小・中でお互いの良さを取り入れる意識が高まった 

 

 

７．小中一貫教育の課題 

（「大きな課題が認められる」の回答が多い項目） 

○小・中の教職員間での打ち合せ時間の確保 

○教職員の負担感・多忙感の解消 

○小・中合同の研修時間の確保 

○児童生徒間の交流を図る際の移動手段・移動時間 

の確保 

 

 

 現行制度化での小中一貫教育（那覇市） 義務教育学校（小中一貫教育学校） 

修業年限 ・小学校６年、中学校３年 

・９年 

（ただし、小学校・中学校の学習指導要領を準用するた

め、前半６年と後半３年の課程の区分は確保） 

設置義務 ・小学校、中学校ともに市町村に設置義務 
・設置義務はないが、小学校・中学校の設置に代えて設置

した場合には、設置義務の履行と同等 

教育課程 

・小学校・中学校それぞれの教育目標の設

定、教育課程の編成 

・一貫教育の実施に必要な教育課程の特例を

個別に申請し、文科大臣の指定が必要 
（那覇市は特例の教育課程を実施していない） 

・９年間の教育目標の設定、９年間の系統性を確保した教

育課程の編成 

・小・中の学習指導要領を準用した上で、一貫教育に必要

な教育課程の特例を創設し、個別の申請、大臣の指定は

不要 

組 織 
・小学校・中学校それぞれに校長 

・小学校・中学校別々の教職員組織 

・１人の校長 

（ただし、統括担当の副校長又は教頭を１人措置） 

・一つの教職員組織 

（教職員定数は、小学校の定数と中学校の定数の合計数と

同じ） 

免 許 
・教員は所属する学校の免許状を保有すれば

十分 
・教員は原則小・中両免許状を併有 

施 設 
・国庫負担の対象は、小学校同士の統合、中

学校同士の統合のみ 

・国庫負担の対象として、小学校と中学校を統合して義務

教育学校を設置する場合も追加 

その他 

・学校評価は、小・中それぞれで実施 

・学校いじめ防止基本方針は、小・中それぞ

れで策定 

・学校評価は、義務教育学校として実施 

・学校いじめ防止基本方針は、義務教育学校として策定 

 

現行制度と義務教育学校の比較  
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〈10 月下旬〉 
 

10 月 26 日（月）  小中合同研修会（松城中学校グループ） 

         計画訪問（真地小学校） 

10 月 27 日（火） 交流活動合唱コンクール見学（金城中学校グループ） 

10 月 28 日（水） 交流活動合唱コンクール見学（神原中学校グループ） 

          小中合同授業研究会（金城中学校グループ） 

         小中合同授業研究会（上山中学校グループ） 

10 月 29 日（木）  交流活動合唱コンクールリハーサル見学（金城中学校グループ） 

10 月 30 日（金）  交流活動合唱コンクールリハーサル見学（金城中学校グループ）    

 

〈11 月〉 
11 月  1 日（日） 交流活動運動会（上山中学校グループ） 
11 月 6 日（金） 小中一貫教育フォーラム（14:00 パレット市民劇場） 

11 月  8 日（日） 那覇市旗頭フェスタ 

11 月 11 日（水） 首里ブロック校長会 

         交流活動合唱コンクール見学（鏡原中学校グループ）      

11 月 12 日（木） 交流活動合同音楽館紹介（那覇中学校グループ） 

11 月 13 日（金） 情報交換会（那覇中学校グループ） 

11 月 14 日（土） 交流活動合唱コンクール見学（上山中グループ） 

11 月 18 日（水） 真和志北ブロック校長会 

11 月 20 日（金） 小中合同授業研究会（小禄中グループ） 

         小中合同授業研究会（那覇中学校グループ） 

11 月 24 日（火） 第５回校長連絡協議会 

11 月 25 日（水） 小中合同授業研究会（鏡原中学校グループ）  
11 月 27 日（金） 小中合同授業研究会（上山中学校グループ） 

11 月 30 日（月） 計画訪問（宇栄原小学校） 

 

〈12 月〉 
12 月  9 日（水） 首里ブロック校長会 

12 月 12 日（土） 那覇教育の日 

12 月 16 日（水） 真和志北ブロック校長会 

12 月 17 日（木） 小中一貫教育コーディネーター研修会（Web-Meeting 会議ｼｽﾃﾑ） 

12 月 18 日（金） 交流活動小禄中登校日 

 

                          
201５ 年 10 月 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 
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18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

        

 

 
2014 年 12 月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

 

 

 

平成 27 年 10月 2日（金）、那覇市役所会議室において「小中一貫教育コーディ

ネーター研修会」が開催されました。（下記の内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研修会では、11 月 6日に開催される「那覇市小中一貫教育フォーラム」につ

いての調整を主に協議が進められました。発表内容も小中一貫教育実施２年目の神原

中学校グループと小禄ブロックは、これまでの取り組みの検証をもとに、成果や改善

した取り組みを中心に発表してもらいます。今年度導入の本庁ブロック、真和志南ブ

ロックは、これまでの取り組みの中から、学校の課題解決に向けた取り組みにしぼっ

て発表してもらう事になりました。 

「那覇市小中一貫フォーラム」では、本格実施のグループの取り組みを共有し、今

後の小中一貫教育の方向性を共通理解するための、意義あるフォーラムになるよう、

調整・協議を重ねていきます。 

  

 

 

 

 
 

 

小中一貫教育コーディネーター研修会 

H27.10.2（金）於：本庁会議室 

 
 

 

池間生子アドバイザーによる助言 

H27.10.2（金）於：本庁会議室 

 

６ 第 5 回小中一貫教育コーディネーター研修会の開催 
 

７  主な予定 （小中一貫教育関連） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣旨                       

   小中一貫教育が本格実施した各中学校グループのコーディネーターを対象に 

  して、コーディネーターとしての取組内容等についての協議や情報交換を通し 

て業務の理解を深め、小中一貫教育の推進に資する。 

２ 参加者   

 ・各中学校小中一貫教育コーディネーター 

 ・小中一貫教育アドバイザー（池間生子氏、屋部文幹氏） 

 ・小中一貫教育推進室 

３ 内容 

(1)説明「小中一貫教育フォーラムについて」 

(2)質疑応答 

 (3)協議「小中一貫教育フォーラムの発表内容について」 

(4)情報交換  

 

 

 


